
オイル：ミディアム～ヘビー

ナノデススカーレット

1G 101
2G 171
3G 172
4G 172
5G 188
6G 203
7G 176
8G 191
TOTAL 1374
AV 171.75
5～8GAV 189.5

オイルイメージ（こんな感じだったと思います）

2005/9/16ファイブスター
ナノデススカーレットレポート2

レーンコンディション
オイルは端までしっかりぬってあり、かなりピン先まで伸びてました。スコアを気にせ
ず、最初4ゲームでフッキングポイントを探し、後4ゲーム行いました。（ホームグラウン
ドではないので、床のすべりが気になりかなり手こずりました）

最初の1ゲーム目の1投目はすべって転んでしまい、その後もぼろぼろでした。左足の
止まる位置が毎回違い、当然ボールが最初に着く場所も違い軌道が安定しませんでし
た。
足腰はかなり強いほうなので、今までの投げ方のバランス面に問題があるのだと思い
ました。2ゲーム目からは足の裏面を意識し、蹴る位置、止まる位置を調整しながら投
げました。（すべりをおさえる為、左足のかかとをこまめにふきました）
足が安定してきて、腕が振れだしたら、こんどは色々なコースを試して見ました。
フッキングポイントまでほぼストレートで走り、オイルがなくなると急激に食い込みまし
た。曲がり方はほぼブレがなかったです。
僕はクロスでねらうタイプなので、端までオイルがたっぷりあるレーンはにがてです。最
初　①　のコースで投げてましたが、板目1枚右に出すとガーターレーンに一直線……
（ボウリング暦1年半なのに4回もガーターを出してしまいました）なので、7ゲームめか
ら、②のコースにかえました。　通常はカップリストを作りボールが最下点に来たとき手
首を伸ばし親指を抜き回転数を上げてますが、曲がりすぎるので、手首をまっすぐ伸ば
したまま親指も11時の方向に向け曲がりをおさえました。フッキングポイントからの食い
込み方はホントにすばらしいと思います。オイルがわりと長く、多かったですが、全く問
題なかったです。
スコアはあまりよくありませんでしたが、曲がり方にあまりブレがないのでもう1～2ゲー
ムすれば200UPで安定したと思います。（しかしスロースターターだなあ）

②①


